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1.牛乳アレルギーの発生機序に関する一考察

破傷風抗毒素を示標として
 
A. ホルスタイン種牛における実験
0梅田満津子・桜井信夫・作佐部栄一
田那村宏 (千葉大学衛生学教室)
乳幼児，小児における牛乳アレルギーの増加が問題と
なっている。われわれは同種または異種の破傷風抗毒素
蛋白の仔牛腸管粘膜における透過性についてその時間的
要素を検討している。これはそのまま，人における牛乳
と云う異種蛋白抗原の腸管粘膜通過に基くアレルギーの
発生機序を明らかにせんとするものである。
同種蛋白としては高度免疫牛の初乳を，異種蛋白とし
て破傷風抗毒素ウマ血清を用い，出生直後の仔牛に飲用
せしめ，抗毒素蛋白の血中への出現を観ている。初乳を
与えた仔牛では 30分で血中に抗毒素蛋白を証明したが，
ウマ血清では 60分を要する。異種蛋白は同種に比しそ
の吸収がおそい。異種同種混合では異種の透過はおくれ
るが吸収はそれ程妨げられない。同種蛋白反複投与後で
は異種蛋白の吸収は著明に阻害される。これらのことか
ら分娩後， 24，.;，48時間調整粉乳授乳の一般化している現
状に再考を望みたい。 
2.牛乳アレルギーの発生機序に関する一考察

破傷風抗毒素を示標として
 
B. モルモットにおける実験 
0田那村宏・桜井信夫・梅田満津子
作佐部栄一 (千葉大学衛生学教室)
ウシと異なり母子免疫形式がヒトと同じと考えられる
モルモットにおいて，異種蛋白が腸管粘膜を透過して血
中および母乳中に移行することが証明されるならば，ウ
シでの観察結果をヒトの場合にあてはめられると考え
る。 
(1)雑菌あるいは無菌環境で飼育された子獣に破傷風
抗毒素ウマ血清を経口的に強制投与した場合，ウシでの
実験と同様にウマ血清が腸管を通過し血中に移行するこ
とが分った。雑菌環境下では個体差が強く現われ，無菌
予獣では個体差が少なく透過性が強い。 
(2)妊娠母獣に分娩直前ウマ血清を種々の条件下で経
口投与すると母獣血中に移行があり，さらに母乳中にウ
マ血清の移行排出がみられ，人工栄養児のみが牛乳アレ
ルギーになるのではなくて，母乳栄養児にも牛乳アレル
部
ギーがあらわれる場合がある(矢野:アレルギー， 18: 
277，1969)理由を推定せしめる。 
3. 農村における破傷風菌による環境汚染一日本，台湾
韓国における汚染度に関する比較研究 
0桜井信夫，梅田満津子，作佐部栄一
田那村宏 (千葉大学衛生学教室)
鄭 森淵
(中華民国台湾省政府農林庁畜牧科)
金 康植
(大韓民国農村振興庁畜産試験場)
桜井等は先にウシにおける自然破傷風抗毒素の産生機
序を明らかにしたが，破傷風菌による汚染環境で飼育さ
れているウシの自然抗毒素価は高いはずである。千葉県
と群馬県とではホルスタイン種ウシの抗毒素価は千葉県
の方が高い。日本と台湾とでは日本の方が高い。ただし
同一種内で比較すべきであって，乳牛，水牛，黄牛等で
は畜種間で保有率，価の高低に明瞭な差異が存在してい
る。同様にして，日本，台湾，韓国の汚染度を比較推定
し，農村環境での人畜症例についても述べる占 
4. 一発免疫 (Singleshot immunization)用トキソイド接
種の効果について 
O桜井信夫(千葉大学衛生学教室)
丹羽 章( ヶ 細菌学教室)
熱帯，亜熱帯圏の開発途上国，後進国における新生児
破傷風は重大な課題として残されている。種々の制約の
ため予防接種は母親に対する一発免疫で 2年以上感染防
禦レベル以上の抗毒素価を維持できることが望まれてい
る。 New Guineaで実施された oi1adjuvant トキソ
イド接種は効果はあったが大多数のものに無菌性膿蕩を
生じたため使用が中止された。われわれは 1967年に 2
種の一発免疫用トキソイド試作品を医学部学生および看
護学生の協力をうけて接種したが 1例だけ暫らく発赤腫
脹が続いた他は副反応はほとんど見られず， 2年度防禦
レベル以上の抗毒素が維持され，しかもブースター効果
は驚ろく程著明であった。
